
　２月中旬のスギ花粉が飛散し始めた時期から、年齢を問わず鼻水と咳が続くため
の受診の方が増えてきました。診察所見としては鼻の粘膜が腫れている場合がほと
んどです。
　花粉症とウイルス性の急性鼻炎は鼻の粘膜の所見で区別できると言われていま
すが、実際に診察していると子どもの場合は判断が難しいと思っています。
花粉症でも急性鼻炎でもない場合の鼻汁・咳嗽が続く原因としては、
　　　　　　　①スギ花粉以外のアレルゲン
　　　　　　②1日の中の寒暖差や、日々の気温の変動
　　　　　　③黄砂やPM2.5などによる物理的な刺激
　などが挙げられます。
　そのように説明しますと「血液検査をした方が良いですか」とも聞かれますが、
　　　　　　　１，投薬をしても症状が完全には収まらない。
　　　　　　２．投薬を終えるとすぐに症状がぶり返す。
　　　　　　３．そういったことが1カ月以上続く。
　このような場合には、花粉を含めたアレルゲンの検査を検討しても良いと思われます。
　鼻汁と咳が続いていて、花粉症かどうか気にされている方は、
外来受診時にご相談ください。




